
輻射流体シミュレーションによる
レーザー⽣成スズプラズマからの極端紫外光の最適化

⽬的 輻射流体シミュレーションによる
極端紫外(EUV)光の発光条件の最適化

内容 ２次元輻射流体コードStar2Dを⽤い、
CO2レーザー⽣成スズプラズマから
放射される極端紫外 (13.5nm, EUV)
発光の条件最適化による⾼効率化.

結果 レーザーEUV光への変換効率が
10%以上なる条件を⾒出した.

利⽤した計算機 SQUID (ベクトル)
ノード時間 10000 時間
使⽤メモリ 30 GB
並列化 8ノード並列

図（シミュレーション結果）レーザーピークにおけるスズプラ
ズマの温度分布. 横軸はCO2レーザーのパルス幅、縦軸はスポッ
トサイズ. 初期プラズマスケール⻑100μmの場合.
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